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１．活動のテーマ 

＜テーマ＞ 

＜テーマの設定理由＞ 

 

２．活動スケジュール 

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定 

 

 

 

自然 

 

 

絵本・図鑑、工作用具(廃材、粘着テープ、のり、はさみなど)紙類(折り紙、模造紙、

工作紙など)、制作素材(絵具、紙粘土など)、昆虫採集道具(虫取り網、かごなど)、 

顕微鏡 

・クラスの子どもたちの間でキャラクター「こびとづかん」への興味・関心が広がって

いる。現在も、こびとづかんにちなんだごっこ遊びや制作活動、踊りなどを楽しむ姿が

見られている。 

・「こびと」は、生き物や草花、色、におい、形など、自然に関連したさまざまな種類

が存在する。絵本『こびとづかん』やそのキャラクターをきっかけに、子どもたちが自

然環境や未知のものへの興味を広げていくことを期待し、テーマとして設定した。 

5 月～ 遊びを通した想像・創造(ごっこ遊び、制作、散歩など) 

7 月～ 想像・創造を活かした遊びの展開(遊びのアレンジ、図鑑作り、散歩 MAP 作

りなど) 

12 月～ アイデアを共有し、多様な価値観に触れる 



４．探究活動の実践 

＜活動の内容＞ 

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり〉 

 

 

・絵本や図鑑を使って、こびとの生態について調べる。 

・こびとの生態を自然や自然事象と結び付け、遊びへと発展させていく。（例：雨に関

するこびとを探しに雨の日散歩に出かける／氷に関するこびとに興味をもったことか

ら戸外で氷作りをする／ザリガニの飼育や昆虫採集を行う など） 

・こびとの生態からイメージを広げ、さまざまな遊びを創り出す。（例：こびとになり

きって走る・跳ぶなどの動きをする／こびと探しの遊びを考えて室内外で楽しむ／身

近なにおいを集めて比べる／こびと図鑑を作る など） 

      

・こびとづかんの絵本や図鑑を、子どもたちがいつでも自由に見られるように環境を

整え、じっくりと遊び込めるようにした。 

・雨に関するこびと「アメボウシ」に興味をもった子どもから、「雨の日にこびとを探

したい」という声があがる。そこで、雨の日に傘やレインコートを身に着けて保育者と

一緒に散歩へ出かけた。散歩中は、アメボウシの特徴を思い浮かべながら、アジサイを

見たりにおいをかいだり、水たまりに落ちる雨の様子を観察したりして楽しんだ。 

・公園でネギのような植物を見つけた際、保育者が「なにかにおいがするね」と声をか

けると、ある子どもが「ネギコビト」と言い、そこから創作こびとが生まれた。その後、

保育者が土・金木犀・カレー・コーヒー・みかんなど身近なにおいを準備し、子どもた

ちが順番ににおいをかいだ。数人の子が次々に創作こびとを考え始め、遊びがふくらん

でいった。 

・さらに「自然の中にはほかにどんなにおいがあるのか調べてみたい」という子どもの

声から、春の自然探索へとつながり、さまざまな発見を楽しんでいる。 



５．振り返り 

＜振り返りによって得た先生の気づき＞ 

子どもがこびとを好きな気持ちを出発点として、自然や自然事象への興味へとつな

がり、意欲的に関わる姿が見られた。こびとは空想上の存在であるが、保育者がその特

徴が自然と関連していることを理解したうえで、子どもの興味・関心に寄り添って関わ

ることで、子どものイメージや遊びはより豊かに広がっていった。 

子どもたちは空想を単なるイメージとして楽しむだけでなく、空想と現実を行き来

しながら自然と結び付け、五感を使って遊びへと発展させていった。その過程が、新た

な興味や探究心につながる貴重な機会となった。 

今回の取り組みを通して、子どもの興味から遊びが広がること、さらに保育者がきっ

かけをつくることで想像以上の展開が生まれること、そして子ども自身がその力を十

分に持っていることに気づくことができた。 


